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会
員
が
協
力
し
て
、
ふ
る
さ
と
農

園
で
収
穫
し
た
紅
白
じ
ゃ
が
（
農
林

１
号
と
紅
丸
）
の
セ
ッ
ト
を
全
国
に

発
送
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す
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手
続
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け
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う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

９
月
の
台
風
・
大
雨
の
影
響
で
収

穫
作
業
に
遅
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
９
月
25
日

の
産
業
ま
つ
り
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑に
ぎ

わ
い
、
鹿
追
の

農
産
物
も
た
く
さ
ん
売
り
場
に
並
び

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
町
内
の
農
業
経
験

者
の
会
で
あ
る
熟
年
会
の
人
た
ち
の

作
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
、
き
の
こ
、
玉

ね
ぎ
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
は
大
好
評
。
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」
た
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農
産
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は
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毎
回
売
り
切
れ
が
続
出
で
す
。
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こ
し輿
会
と
の

交
流
が
あ
る
浅
草
三
社
祭
の
宮

み
や
が
し
ら頭

杉
林
仁
一
氏
が
鹿
追
の
祭
り
に
あ

わ
せ
て
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
林
氏
は
か
ね
て
よ
り
鹿
追
と

東
京
都
台
東
区
の
交
流
の
橋
渡
し

と
し
て
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
現
在
、
町
が
進
め
て
い
る
台

東
区
と
の
姉
妹
提
携
に
力
強
い
助

言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
台
東
区
と
の
協
定
が
結

べ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

鹿
追
神
輿
会
と
の
交
流
は
16
年

に
な
り
、
も
う
す
で
に
仲
間
で
あ

り
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
台

東
区
と
の
姉
妹
提
携
は
あ
せ
ら
ず
、

長
い
お
付
き
合
い
を
目
指
し
て
く

だ
さ
い
。

7 代目新門辰五郎
杉林仁一氏

熟年会副会長　脇坂　靖さん

　今回の議会だよりは、９月の定例会と決算審査特別委員会が中心です。わ

かりやすく議員の動きが伝わるよう心がけました。新モニターさんも決ま

り 2年の任期でアドバイスをいただくこととなりました。

　第 1回のモニター会議で、「読まれる広報紙とは？」の私の問いに「前提

に議員が身近であること」という声があり、きわめて重たく感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報副部会長　武藤　敦則）
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◇
浅
草
と
の
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流
を
探
る
◇

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則
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　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏


